
                      

 

 

 

 

 
 

 

 

           新設診療科のご案内（病理診断科）   ― ― ―  

           新設診療科のご案内（総合診療科）   ― ― ―  

           お知らせ（えぞりすカフェ）      ― ― ―  

       お知らせ（ウィズ発行の再開に当たり） ― ― ―  

                          

 
 

地域の患者さんと共に、地域と共に︕ 地域医療連携ニュース 

 

 

北海道社会事業協会帯広病院 
社会福祉法人

〒080-0805 帯広市東 5 条南 9 丁目 2 番地 
Tel 0155-(22)-6600  fax0155-(22)-6620 
http://www.obihiro-kyokai-hsp.jp/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     部長 三浦

みうら

 千

ち

砂子

さ こ

     検査部長 三浦

みうら

 一 郎

いちろう

 

 今春より新設され常勤医 2 名、検査技師 3 名でスタートしました。 

病理診断全般、病理解剖を担当します。また北斗病院病理(腫瘍医学研究所)に週 1 回の医師派遣をしてお 

ります。 

 十勝管内で病理医が常勤している病理診断科は帯広厚生病院と当科のみです。なじみの薄い領域と思い 

ますが、臨床科の先生方にさまざまな形で病理診断科を利用して頂き、診断・治療の充実に少しでも寄与 

することができれば幸甚です。当院にご紹介下さった患者さんの病理診断に関することはもちろん、他施

設での検査についての内容でもご遠慮なく気軽にお問い合わせ下さい。 

 

 病理診断に関して 

  ◎臨床所見と診断・報告内容が合わない、病理所見や診断の内容が分かりにくい、悪性度がはっきり

しない 

  ◎より詳しい検査の必要性や専門的な意見が聞きたいが窓口がない 

  ◎患者さんに直接説明してほしい  等 

希少症例、難症例については病理学会を通じて、より専門的なコンサルテーション意見を得ることもで

きます。ご相談お待ちしております。 

 

★開設から現在までの実績（4/14～6/30）   

 組織診断 461 件 

      消化器内科；111  外科；112 整形外科；2 産婦人科；112 泌尿器科；48 

      形成外科；56  耳鼻科；6  健診センター；2 院外；2 

      免疫組織学検査（院内） 73 例  染色体、遺伝子変異解析検査（外注）16 例 

      術中迅速診断；15 例 

 病理解剖 1 件（総合診療科） 

 院内 CPC 1 件（消化器内科） 
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1．【はじめに】 

 総合診療科は、今年 4 月から帯広協会病院に新しく加わった診療科です。総合診療専門医研修中の医師 4

名を含めまして合計 7 名体制でスタートしました。すでに多くの患者さんのご紹介をいただきまして誠に

ありがとうございます。これからも皆様にご指導いただき、地域に役立つ総合診療科を目指して参ります。

今後ともよろしくお願い致します。 

2．【診療方針】 

総合診療科では、個人、家族、地域、それぞれのニーズに応じて幅広い診療を提供します。 病気を診る

だけではなく、その病気を抱えた方の悩みや苦しみにも耳を傾けます。また、重症度や緊急性に応じて、

各科専門医と連携して診療を行います。 

3．【診療対象】 

総合診療科では、年齢、性別に関わらず幅広い患者さんを対象にしておりますが、15 歳以下の患者さん

は、小児科にご案内しています。複数の症状がある患者さん、二次健診や生活習慣病の患者さん、施設入

所中の方も含めた高齢の患者さんを主な対象としております。 

4．【診療内容】 

外来診療（初診・予約）と入院診療を行っており、二次救急診療にも積極的に対応しています。外来診

療では、生活習慣病、様々な感染症、予防接種、ご家族の介護の問題なども含めて、幅広く柔軟に対応し

ています。入院診療では、高齢者の誤嚥性肺炎、尿路感染症、不明熱などの症例を多く診療しています。

その他、気胸の持続ドレナージ治療、糖尿病のインスリン導入目的の入院等も行っています。症状や疾患

に応じまして、各科専門医、十勝管内の医療機関、各種専門職と連携して対応しますので、お気軽にご連

絡下さい。 

 

 月 火 水 木 金 土  

※第５土曜日は休診となります

 

※３ヵ月ごとに専攻医が、研修

で変動します。ご了承ください

総 合 診

療科 

午前 
再診 岩 上 堀(哲) 堀(み) 岩 上 島 田 交代制

新患 堀（み） 岩 上 神 田 堀(哲) 岩 上  

午 後 休        診 



お知らせ 

えぞりすカフェについて 

当院では、昨年 11 月から月 1 回、がん患者や家族同士が様々な疑問や悩みなどをあ語り合うことのできる 

場として、がん患者サロン「えぞりすカフェ」を開催しています。 

十勝では、帯広厚生病院が地域がん診療拠点病院としてがん患者サロンを開設していますが、それ以外の選 

択肢がないため、当院に通院中の患者さんから主治医に対して、「自分の通院している病院でもサロンがあれば、 

参加しやすくなり、一人で悩まずにすむ人もいると思うので、ぜひ協会病院にも作ってほしい」という投げかけをい 

ただき、開設するに至りました。初めは 6 名程度の参加でしたが、次第に人数が増え、最近は 10 人を超える参加 

となっています。 

 8 月の例会では、十勝歯科医師会の協力のもと、歯科受診や口腔ケアについての学習会を企画しています。 

 「えぞりすカフェ」は、どなたでも参加できますので、病気療養の悩みを抱えている方がいらっしゃれば、ご紹介下 

さい 

 日 時 ： 毎月第 1 土曜 １０：００～１１：３０ 

 場 所 ： 帯広協会病院 ３階 講堂 

     文責 ： 地域医療福祉連携室  医療ソーシャルワーカー  田巻 憲史 

 

With（ウィズ）発行の再開にあたり 

 当院の地域医療連携室の広報誌は、平成 16 年に地域医療連携ニュースとして、主に院内でその役割を 

アピールする内容で始まりました。5 号まで発行したところで、院外向け広報誌として内容を改め、 

平成 21 年、10 月 23 日に「地域医療連携ニース ウィズ」として、再スタートしています。 

 しかし、残念ながら平成 24 年 8 月 28 日発行の第 6 号以降、しばらく休眠状態が続いておりました。 

 この度、再開することとなり、何分不慣れなため、内容に不備があるかと問い思いますが、継続発行に向け 

内容を充実させていきたいと思いますので、ご愛読をお願いいたします。 

  地域医療福祉連携室長  佐藤 慶治 
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